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大腿骨近位部骨折患者の大腿四頭筋筋輝度がＡＤＬに及ぼす影

響

研 究 の 概 要

高齢化が進む本邦において、 大腿骨近位部骨折患者は増加すると

言われている。 大腿骨近位部骨折により日常生活動作（Ａｃｔｉｖｉｔｙ

ｏｆＤａｉｌｙ Ｌｉｖｉｎｇ）や生活の質（Ｑｕａｌｉｔｙ ｏｆＬｉｆｅ）は低下する。

超音波画像診断装置は筋肉を非侵襲的で受動的にモニタリング

できる機器である。 超音波画像診断装置で測定した大腿四頭筋筋

輝度は高齢の入院患者のＡＤＬに影響することが報告されてる。 しか

し、大腿骨近位部骨折患者を対象とした報告は少なく疾患特異生

は明らかではない。 そこで本研究の目的は、 大腿骨近位部骨折患

者の術後大腿四頭筋の筋輝度がＡＤＬに与える影響を明らかにするこ

ととする。
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包含基準：大腿骨近位部骨折で入院し、 手術を施行した患者

除外基準：末期がん、 慢性肝疾患、 経管栄養患者、 骨折前歩行困

難、 感染による隔離、 リハビリ拒否、 リハビリ中止、６５歳未満
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